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１．教育目的 

名桜大学大学院看護学研究科修士課程では、修士課程の理念を踏まえ、地域の健康問題を創造的に解

決していく専門性の高い看護実践能力と看護の教育、研究能力を有する人材を育成し、保健・医療・福

祉の質的充実・向上を目指すことを目的とする。 

 

２．看護学研究科の３つのポリシー 

１）アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

 看護学研究科の教育目標を達成するために、本研究科に入学を希望する人には以下のことを求めます。 

①看護学の発展に向けて、自ら進んで取り組む意欲と探求する姿勢を持っていること。 

②多様化・複雑化・高度化する看護ニーズに応えるため、高度な知識、看護実践能力および研究能

力の習得を目指していること。 

③看護実践・教育・研究を通して地域社会や国際社会に貢献する意思を持っていること。 

④本研究科教育課程で学ぶために必要な基本的知識・技能を有していること。 
 

２）カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

  ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿

ってカリキュラムを編成します。 

①看護専門職として実践・研究を遂行するにあたり、基盤となる批判的・論理的思考力を育成する

ために、共通必修科目と共通選択科目を配置する。 

②看護実践および研究の質の向上に資する専門科目を配置し、志向する専門分野(基盤看護学分野、

臨床看護学分野）における看護学の専門性を探求する能力を育成する。 

③研究方法、研究デザイン、研究計画等、研究に必要な基礎を修得する演習科目（専門演習）およ

び修士論文を作成する研究科目（特別研究）を配置する。 

④修士論文の中間評価を行うとともに、修士論文審査に合格することを修了の条件とする。 

 

３）ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針） 

看護学研究科は、以下の能力を身につけた大学院生に修士（看護学）の学位を授与します。  

①科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた研究能力 
②地域社会や看護の課題に取り組み、看護学の専門性を探求する生涯学習力 
③地域の特性を踏まえ保健医療ニーズを分析し、多職種と協働し看護を実践する能力 
④グローバルな視野で、看護の役割を創造する能力 

 

３．教育目標 

１）科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた判断力・問題解決能力を備えた看護職者の育成 

２）保健・医療・福祉分野における他職種及び市民と協働できる調整能力を備えた看護職者の育成 

３）地域の特性を踏まえ、住民の保健医療ニーズに応えうる看護職者の育成 

４）生涯学び続ける看護職として、看護学の専門性を探究する看護職者の育成 

５）グローバルな視野で看護の役割を創造する能力を備えた看護職者の育成 
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４．教育課程の特色 

１）教育課程編成の基本方針 

本研究科の教育課程は、設置の趣旨及び教育目的並びに養成する人材像を達成するために必要な

授業科目及び研究指導を体系的・組織的に展開し、課程制大学院制度の趣旨に沿った教育の課程と

研究指導の確立を目指す。教育課程の編成にあたっては、学部教育との関連を踏まえ（資料 1 参照）、

本研究科において基盤看護学分野、臨床看護学分野の２分野のコースワークを導入し、本研究科の

養成する人材像の達成を目指す。２分野のいずれのコースワークにおいても、各専門分野に関する

研究指導を受け、修士論文を執筆し、修士論文の審査及び最終試験に合格することで、修士課程修

了とする。 
 

２）修士課程では、次の 3 つの構成による体系的な教育課程を編成する。 
①研究方法の開発を広い視野で追及するために有効となる“共通科目”を設定する。 
②看護実践の質の向上に直結した研究の効果的展開を目指した“専門科目”を設定する。     

③研究方法や研究デザイン、研究計画等、研究に必要な基礎を修得する研究指導及び修士論文作成

に直結する研究指導を行う“演習・研究科目”を設置する。 
（１）「共通科目」 

グローバルな視野に立った看護の高度専門職として実践・研究を遂行するにあたり共通となる科目

として３科目を配置し、「共通選択科目」は、４科目８単位以上を履修すること、そのうち４単位

は、国際文化研究科の共通科目や教育研究領域科目から履修ができるように科目を配置する。 

（２）「専門科目」 

 本学看護学科における看護基礎教育の教育内容を基盤として、社会のニーズに合わせて看護学の探

求を目指して特化し、基盤看護学分野（看護教育学領域、看護技術学領域、看護管理学領域、国際看

護学領域）、臨床看護学分野（慢性期看護学領域、急性期看護学領域、がん看護学領域、高齢者看護学

領域、母性看護学領域、小児看護学領域、精神看護学領域、在宅看護学領域、公衆衛生看護学領域、

病態生理学領域）を配置し、それぞれの分野において特論Ⅰ及び特論Ⅱを開講する。 
（３）「演習・研究科目」 

学生の関心ある研究テーマに即した国内外の論文のクリティークを重ねて、研究課題を絞り込み適

切な研究方法を検討し、研究の背景、文献検討、研究目的、研究デザイン、具体的な研究方法、倫理

的配慮などを指導し、研究計画書の作成を個別指導する｢専門演習｣を設置する。また、研究計画にそ

って、データ収集、分析解釈、考察、中間発表、公開発表のプレゼンテーションの方法や論文提出ま

での修士論文作成の一連の指導を行う｢特別研究｣を設置する。 
 

５．教育方法 
１）セメスター制の導入 

セメスター制により、学期を前学期（4 月 1 日～9 月 24 日）と後学期（9 月 25 日～3 月 31 日）

に分けて教育を行う。 
 
２）標準修業年限 

標準修業年限を 2 年とし、最大在学年数を 4 年とする。ただし、長期履修制度を適用する場合に

は、3 年を上限とする。 
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３）多様な授業形態の採用 
授業形態は、講義以外に演習を取り入れ、看護技術のスキルアップを目指す。 

 
４）授業科目の履修 

   本研究科における教育は、1 年次では授業科目の履修が中心となる。どの科目においても少人数教

育で行うことから、学生の参加を積極的に求める文献講読、情報機器を活用した資料収集、実地調

査、レポート等を課しながら、研究課題のまとめに向けて科目の履修を行う。 
  
６．履修の進め方 
 2 年課程、3 年課程の履修モデルと修士論文作成スケジュールを参照する。 

 

１）科目の履修登録及び履修の取り消しについて 

科目履修は、初回講義時に「科目（登録・取り消し）申請表に必要事項を記入し、科目責任者に

提出する。科目登録申請表の「教務課控」を教員から教務課に提出し、科目登録を行う。 

一度登録した科目の取り消しをする場合、「科目取り消し申請表」に必要事項を記入し、科目責任

者に「教員控」を提出するとともに、教務課に「教務課控」を提出する。科目（登録・取り消し）

申請は、指定された期間の２週間とする。 

２）時間割の作成 

時間割は看護学研究科時間割にそって、作成する。基本的には月曜日から金曜日の 18 時以後に開講

できるように配置している。非常勤教員の科目は土曜日、夏季集中などの講義を予定している。でき

るだけ講義科目は 1 年次で履修できるように計画する。 

３）集中講義 

  非常勤講師の科目は、夏季集中、また土日の開講を予定している。定時以外の講義予定については、

事前に大学院生用掲示板への掲示もしくはメールによる連絡をするため、各自で確認しておく。 

 

７．授業の実施方法 

社会人学生の事情を考慮して、昼間に加えて夜間、土曜日、日曜日、夏季・冬季・春季の休業中の授

業開設、研究指導を行う。 

（１）月曜日～金曜日までの授業時間 

昼間 

1 時限  8:45～10:15 
2 時限 10:30～12:00 
昼食 12:00～13:00 
3 時限 13:00～14:30 
4 時限 14:45～16:15 
5 時限 16:30～18:00 

夜間 
6 時限 18:15～19:45 
7 時限 20:00～21:30 
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（２）土曜日・日曜日 

9:00～18:00 の範囲内で学生と担当教員の協議により時間帯を設定する。 

（３）休業中（夏季・冬季・春季） 

開設科目は計画的に設定して事前に予告する。時間帯については、学生と担当教員の協議によっ

て柔軟に設定する。集中講義も実施する。 

 

８．指導体制 
学生への履修指導は、学生の研究指導を担当する教員が個別指導を行う指導教員は、学生の教育研究

の背景、就業状況等を考慮しながら、学期ごとの理解度、進行度等を確認し、修士課程における目標達

成が可能になるよう指導する。院生は学期末毎に学修進捗状況報告書(資料 16 ページ参照)及びリサーチ

ルーブリック(資料 18 ページ参照)を指導教員の確認を得、研究科長に提出する。学生の履修相談には指

導教員、教務課また研究科教務委員が対応する。 
 

９．研究指導 
入学後、修了までの研究指導は、次のようなスケジュールで行う。なお、長期履修制度を活用する場合

は、3 年の修業年限において計画的に研究指導を行う。スケジュールについては教務課もしくは指導教員

からの指示を確認すること。9 月修了予定者は別途提示する。 

（１）指導教員の決定（1 年次指定された期日） 

学生は、入学後所定の期日までに指導教員及び研究題目を定め、研究科長に届け出る（資料 84 ペー

ジ）。研究科長は、学生の研究内容に基づき、指導教員を決定し学生に通知する。 
なお、指導教員の変更は原則として認めないこととするが、特別の事情が生じた場合に限り、学生

は研究科委員会へ指導教員変更を申請し、研究科委員会の議を経て変更を認めることができる。 
（２）研究題目の提出（1 年次後学期指定された期日） 

学生及び指導教員は、「専門演習」を通して研究題目を決定し、研究科長に報告する。その後、研究

計画書の作成を開始する。 
（３）副指導教員の決定（1 年次 指定された期日） 
  提出された研究題目をもとに副指導教員 2 名が決定される。 
（４）研究計画発表会（1 年次後学期指定された期日） 

学生は研究計画書を作成し指定された期日に原本１部とコピー３部をファイルに綴じて、指導教員

へ提出する。指定された期日に院生毎の研究計画発表会を開催し、指導教員および副指導教員の指導

を受ける。学生は、指定された期日までに研究計画書を修正し指導教員及び副指導教員から研究計画

書の承認を得る。 
（５）倫理審査申請書提出（1 年次 指定された期日） 

ヒトを対象とした研究は倫理審査を受審する。 
指導教員及び副指導教員から研究計画書の承認を得た学生は、倫理審査申請書を作成し、承認を得

た研究計画書を添えて、看護学研究科倫理委員会に原本１部とコピー３部を提出して、審査を受ける。

倫理審査は 2 回まで受審することができる。2 回受審後、「条件付き承認」または「不承認」の場合は、

全学倫理審査を受審することができる。提出期限、提出先、必要書類等は全学倫理審査に準ずる。 
倫理審査承認後、学生は研究計画書に基づき研究を開始する。 

（６）中間発表（2 年次 指定された期日） 
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研究科長は、学生の研究成果の中間発表の場として、院生、研究科教員およびその他教員が参加す

る非公開の中間発表会を開催する。 
（７）修士論文の作成及び指導（2 年次 指定された期日） 

学生は、中間発表での研究成果を基に修士論文の作成を進める。中間発表会での質疑、指摘等を踏

まえ修士論文をまとめる。作成については、学位論文作成要領を参照する。 
修士論文の改善及び指導を効果的に行うために、リサーチ・ルーブリックを活用する。（18 ページ） 

（８）修士論文の提出（2 年次 指定された期日） 
学生は、2 年次の指定された期日までに、修士論文に学位論文審査願及び論文要旨を添えて、原本１

部とコピー３部をファイルに綴じて、教務課に提出する。 
（９）論文審査の実施 

研究科長は、受理した論文の審査を研究科委員会に付託し、付託された研究科委員会は、各論文に 3
人の審査委員で構成される「論文審査会」を設置し、論文の審査を行う。 

（10）最終試験の実施（2 年次 指定された期日） 
審査会は、修士論文の審査後、論文内容を中心として口述試験により最終試験を実施する（公開試

験）。学生は、最終試験で指摘された事項を修正した修士論文を最終提出する。 
（11）修士論文の判定並びに修士課程修了判定（2 年次 指定された期日） 

審査会は、修士論文及び最終試験の判定を行い、その結果を研究科長に報告する。研究科長は、審 
査会の報告を研究科委員会に諮り、修士課程の修了について議決するとともに、その審議結果を大学

院委員会及び学長に報告する。 
（12）公開発表会（2 年次 指定された期日） 

研究科長は、修士論文の最終試験の判定ののちに、研究成果の発表の場として公開発表会を開催す

る。学生は、抄録を作成し研究成果を発表する。 
（13）修士課程の修了及び学位の授与（2 年次 指定された期日） 

学長は研究科委員会及び大学院委員会の判定結果に基づき、学生の修士課程の修了を認定し、修士

（看護学）の学位を授与する。 
 
１０．成績評価（成績評価の基本的な考え方） 
本研究科のディプロマ・ポリシーから①科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた研究能力、②

地域社会や看護の課題に取り組み、看護学の専門性を探求する生涯学習力、③地域の特性を踏まえ保健

医療ニーズを分析し、多職種と協働し看護を実践する能力、④グローバルな視野で、看護の役割を創造

する能力を修得することが重要となる。このため、各授業科目の成績評価にあたっては、単に試験の点

数だけで評価するのではなく、学生の授業参画度、課題レポート等の内容、その他学生の平常的な取組

み及び成果等、学生個々の能力を多元的視点から考慮し評価を行うこととする。成績評価にあたっては、

以下の観点に則って全教員統一的に行うものとする。 
 

１）全授業科目共通の成績評価の観点（専門演習、特別研究除く） 
（１）授業への参画度（講義科目） 

①授業における討議に、積極的に参画しているか。 
②問題発見、コミュニケーションに努めているか。 
③事前の資料準備を十分に行っているか。 
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④テキストの予習等、十分に行っているか。 
（２）演習への参画度（演習科目） 

①積極的に演習を行っているか。 
②問題発見に努めているか。 
③コミュニケーションを取っているか。 
④積極的にコミットメントしているか。 

（３）課題レポート 
①問題提起、情報収集、分析、検証、結論の導き方等において論理的であるかどうか（批判的思考

能力の有無）｡ 

②プロセス・道筋、表現方法、プレゼンテーションが適切であるか（論理的思考能力の有無）。 

③参考文献・引用が適切であるか。 

④題目設定が適切であるか。 

⑤テーマ設定が適切であるか。 

⑥論理性、構成、調査、分析、洞察に優れているか。 

⑦言語表現が適切であるか。 

（４）試験 

①授業単元を理解したか。 

②到達目標を充足したか。 

 

２）「専門演習」「特別研究」の成績評価基準（審査基準） 
（１）専門演習・特別研究の評価基準 

「専門演習」では、研究方法や研究デザイン、研究計画等、研究に必要な基礎を修得し、「特別研究」

での修士論文作成につなげることをねらいとして、研究計画書までを指導し、成績評価を行う。なお、

研究計画書の書式は資料 19～20 ページを参照のこと。 
「特別研究」では、専門演習における研究計画書の審査後、論文作成までの必要な研究指導を行っ

た後、成績評価を行う。 
 

３）「専門演習」及び「特別研究」における成績評価基準 
（１）専門演習の成績評価基準 

①研究領域の文献検索と文献分析が適切である。 

②研究目的が明確である。 

③研究目的の達成のための研究方法が適切である。 

④研究目的を達成するための計画が適切である。 

⑤データ収集の方法が適切である。 

⑥データ分析の方法が適切である。 

⑦学術的価値がある。 

⑧看護学及び看護実践に貢献できる可能性がある。 

⑨研究に関わる倫理上の問題について理解している。 

（２）特別研究の成績評価基準 

①論文題目が内容を適切に表現している。 

─ 6 ─



②研究動機や意義が明確である。 

③研究目的が明確である。 

④倫理的配慮が適切である。 

⑤研究目的の達成のための研究方法が適切である。 

⑥データ収集の方法が適切である。 

⑦データ分析の方法が適切である。 

⑧目的に沿った分析や結果が示されている。 

⑨客観的にデータが示されている。 

⑩目的と考察に一貫性がある。 

⑪得られた結果についての解釈や意味づけが示されている。 

⑫先行研究や文献と照合して検討している。 

⑬仮説がある場合は、その仮説の検証について示している。 

⑭考察で追求した内容から結論が簡潔に述べられている。 

⑮要約（日本語および英語）が適切である。 

⑯学術的価値がある。 

⑰看護学および看護実践に貢献できる。 

＊上記項目についてはリサーチ・ルーブリックを参照のこと（資料 18 ページ参照）。 

 

１１．修士論文の審査 
修士論文の審査は主査 1 人及び副査 2 人の体制で行う。主査は当該学生の研究指導教員以外の研究指

導教員とし、副査は研究指導教員と他の研究指導教員から研究科委員会において選出される。 
 

１２．学 位 論 文 作 成 要 領（具体的な書き方：資料 27 ページ参照） 
（１)規格は、A4 版（21cm×29.7cm）とする。 

（２)表紙 

①表紙・裏表紙は、A4 版の表紙を使用する。 

②表紙の年度は学年度とし、西暦を用いる。 

（３)本文 

①横書き又は縦書きにする。 

②論文の字数は、原則として 20,000 字以上とする。 

③ページ数を記入し、目次を作成する。 

（４）資料 

   ①倫理審査資料（依頼文、同意書、インタビューガイド、質問紙など） 

   ②その他：必要に応じて関係資料を綴る。 

（５)製本 

左とじとし、ファイルにとじる。 
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様式第３－１号                           年  月  日 
 
名桜大学大学院 
看護学研究科長 殿 
 

学位論文審査委員 
主 査                印 
副 査                印 
副 査                印 

 

学位論文及び最終試験の審査経過報告書 
このたび、審査会として、学位論文の審査及び最終試験を終了しましたので、その結果について、

名桜大学大学院看護学研究科の学位論文審査及び最終試験に関する取扱要項第５条に基づき、下記

のとおり報告します。 
 

記 
 

分野・領域名           分野              領域 

指 導 教 員   

学 生 番 号   氏 名  

成 績 評 価  学 位 論 文  合 格  不合格 最 終 試 験  合 格  不合格 

論 文 題 目   

審 査 要 旨  

＊ 記載内容 
① 論文審査経過 ＊指摘箇所およびそれに対する回答を含む 
② 口述による最終試験の結果（論文内容の理解度、結果の考察の論理性、

課題の認識および今後の研究の発展性など） 
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Ⅲ．学生生活に関する内容
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Ⅲ. 学生生活に関する内容 

１．長期履修制度 
 長期履修については、名桜大学大学院看護学研究科長期履修学生規程により、3 年間

の履修が認められる。申出は、入学後から１年以内に行うものとし、大学院看護学研究

科委員会の議を経て決定する。 
   
２．奨学金 
 奨学金については、名桜大学大学院看護学研究科奨学金規定に基づき、給付される。

施設、団体等の奨学金については個人で確認する。 
 
３．授業料減免 
 授業料減免については、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱規定に定める。 
 
４．研究支援補助金 
 大学院生への研究支援として、書籍や消耗品、学会発表に要する旅費交通費について、

補助金が支給される。大学院生研究支援補助金申請要項にそって申請することができる。 
（別紙：研究支援補助金申請要項） 
 
５．研究室（自習室）の利用の仕方 

大学院学生の研究室（自習室）については、北部地域看護系医療人材育成支援施設の１

室（90 ㎡）と第 3 研究棟 2 階の１室を看護学研究科学生の専用の研究室・共同演習室とし

て使用する。両室には、ネットワーク環境を整備したパソコン、机、椅子を整備する。ま

た、共用の書籍等の書棚や研究資料等を保管する個人用ロッカーを設置する。看護学科棟

出入り口の鍵、研究室入り口の鍵、ロッカーの鍵は個人貸与とする。修了時また途中で使

用する必要がなくなった場合は、教務課にすみやかに返却する。紛失時は個人の責任で賠

償する。看護学科棟出入り口の鍵、研究室入り口の鍵はすべて共用であるため、紛失しな

いように注意する。また、他人との貸し借りは厳禁とする。 
 研究室の備品等に不具合が生じた場合は、看護学科事務または大学施設課に連絡する。 
 平日の看護学科棟の開錠は 8 時から 22 時、土曜日は 12 時から 17 時であり、原則として

守衛が取り扱う。それ以外の時間や休日等は、個人で開錠、施錠を行う。 
 
6．図書館の利用 
開館時間は平日 8 時 45 分から 22 時、土曜日は 12 時から 18 時、日曜・祝祭日は休館日

となっている。 
 大学院生への館外貸出は 10 点以内、期間は 4 週間となっており、館外貸出を受けるとき

は、借りたい図書に学生証を添えて図書館カウンターに提出する。 
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 図書館の蔵書は館内の蔵書検索端末（OPAC）や図書館のＨＰにて、館内および館外から

検索できる。電子ブックについては、学内から図書館 HP 内の OPAC にアクセスし、アカ

ウントを作成すれば、学外からも利用できる。電子ジャーナルやデータベースについても

図書館ＨＰから利用できるが、学内からのアクセスに限る。 
そのほか、レファレンスサービス、文献複写サービス、ＩＬＬサービス（他館資料の複

写・借受）、予約・リクエストサービスについては、図書館カウンターにて受付けている。 
（名桜大学附属図書館利用規定参照） 
 
７．ＰＣの利用の仕方 
 ＰＣの利用については、入学時に名札、学生証等と一緒に配布されるＩＤ・パスワード

を入力し利用することができる。 
 ＰＣが利用出来る場所は、研究室の他にＰＣ教室、図書館、ＭＭ教室等がある。 
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別表１（第３１条関係） 

 【国際文化研究科国際文化システム専攻（修士課程）】授業科目及び単位数 

科目区分 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必修 選択 

共 

通 

科 

目 

人文科学特論  2 

政策科学特論  2 

社会心理学特論  2 

環境科学特論  2 

健康科学特論  2 

学術研究方法特論 2  

教 

育 

研 

究 

領 

域 

科 

目 

言 

語 

文 

化 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

言語文化研究演習Ⅰ  4 

言語文化研究演習Ⅱ  4 

言語学特論Ⅰ  2 

言語学特論Ⅱ  2 

英文学特論  2 

米文学特論  2 

アメリカ詩特論  2 

アメリカ小説特論  2 

地域言語学特論Ⅰ  2 

地域言語学特論Ⅱ  2 

英文法特論  2 

英語音声学特論  2 

英語教授法特論Ⅰ  2 

英語教授法特論Ⅱ  2 

英語教育評価特論  2 

リサ―チ方法特論  2 

理論言語学特論  2 

第２言語習得特論  2 

教育学特論  2 

比較教育文化思想特論  2 

東南アジア文化特論  2 

中南米文化特論  2 

日本古典文学特論  2 

日本近代文学特論  2 

日本史特論  2 

沖縄地域文化研究特論  2 

琉球歴史学特論  2 

琉球文学特論  2 

中琉関係史基礎特論  2 

琉球・沖縄文化特論序説  2 

琉球精神文化特論  2 

言語文化特別講義Ⅰ  2 

言語文化特別講義Ⅱ  2 
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科目区分 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必修 選択 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

科 

目 

社 

会 

制 

度 

政 

策 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

社会制度政策研究演習Ⅰ  4 

社会制度政策研究演習Ⅱ  4 

国際政治特論Ⅰ  2 

国際政治特論Ⅱ  2 

地域開発政策特論  2 

都市政策特論  2 

地方自治特論  2 

地域活性化特論  2 

経済政策特論  2 

国際経済特論  2 

産業政策特論  2 

公法学特論  2 

東アジア地域特論  2 

国際協力・ボランティア特論  2 

社会制度政策特別講義Ⅰ  2 

社会制度政策特別講義Ⅱ  2 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

科 

目 

 

経 

営 

情 

報 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

経営情報研究演習Ⅰ  4 

経営情報研究演習Ⅱ  4 

経営戦略特論  2 

比較経営学特論  2 

産業組織特論  2 

小集団心理学特論  2 

人的資源管理特論  2 

経営活動情報特論  2 

ｅ－ビジネス特論  2 

情報交流特論  2 

情報知能特論  2 

情報・通信技術特論  2 

会計学特論  2 

マーケティング特論  2 

経営情報特別講義Ⅰ  2 

経営情報特別講義Ⅱ  2 
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科目区分 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必修 選択 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

科 

目 

観 

光 

環 

境 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

観光環境研究演習Ⅰ  4 

観光環境研究演習Ⅱ  4 

観光開発特論  2 

観光政策特論  2 

観光文化特論  2 

観光資源特論  2 

観光市場分析特論  2 

観光調査法特論  2 

ホテル実務特論  2 

異文化接触特論  2 

島嶼開発特論  2 

島嶼文化特論  2 

島嶼生態学特論  2 

エコツーリズム特論  2 

観光環境特別講義Ⅰ  2 

観光環境特別講義Ⅱ  2 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

科 

目 

健 

康 

科 

学 

教 

育 

研 

究 

領 

域 

健康科学研究演習Ⅰ  4 

健康科学研究演習Ⅱ  4 

グローバル・ヘルス特論  2 

健康心理学特論  2 

健康栄養学特論  2 

社会福祉学特論  2 

地域保健学特論  2 

健康・スポーツ指導特論  2 

伝統武道特論  2 

スポーツトレーニング・コーチング特論  2 

ヘルスプロモーション・ウエルネス特論  2 

スポーツ文化特論  2 

バイオメカニクス特論  2 

健康科学特別講義Ⅰ  2 

健康科学特別講義Ⅱ  2 
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【看護学研究科看護学専攻（修士課程）】授業科目及び単位数 

科目区分 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必修 選択 

共 

通 

科 

目 

共 

通 

必 

修 

科 

目 

看護理論 2  

   

看護学研究方法論Ⅰ 2  

   

看護学研究方法論Ⅱ 2  

   

共 

通 

選 

択 

科 

目 

沖縄のケアリング文化  1 

看護教育学  2 

看護倫理学  1 

看護管理学  2 

コンサルテーション論  2 

ヘルスプロモーション論  2 

包括的健康アセスメント  2 

健康栄養学  2 

病態生理学  2 

英語講読  2 

専 

門 

科 

目 

基 

盤 

看 

護 

学 

分 

野 

   

基盤看護学特論Ⅰ  2 

   

   

基盤看護学特論Ⅱ  2 

   

臨 

床 

看 

護 

分 

野 

   

臨床看護学特論Ⅰ  2 

   

   

臨床看護学特論Ⅱ  2 

   

演 

習 

・ 

研 

究 

科 

目 

   

専門演習 4  

   

   

特別研究 8  
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【国際文化研究科国際地域文化専攻（博士後期課程）】授業科目及び単位数 

科目区分 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必修 選択 

共通 

科目 

国際地域文化総合演習Ⅰ 2  

国際地域文化総合演習Ⅱ 2  

専
門
科
目 

琉球・沖縄文化特論  2 

琉球文学特論  2 

南島民俗文化特論  2 

中国琉球関係史特論  2 

アメリカ環境文学特論  2 

中南米地域文化特論  2 

東アジア地域文化特論  2 

東南アジア地域文化特論  2 

言語学特論  2 

英語教育特論  2 

現代沖縄教育特論  2 

アジア太平洋国際関係特論  2 

研
究
指
導
科
目 

特別演習Ⅰ 2  

特別演習Ⅱ 2  

特別演習Ⅲ 2  

特別演習Ⅳ 2  

特別演習Ⅴ 2  

特別演習Ⅵ 2  
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別表２（第４３条関係） 

【国際文化研究科国際文化システム専攻（修士課程）】教職免許に関する教科科目 

専 攻 専 修 免 許 状 授 業 科 目 名 
単 位 数 

必 修 選 択 

国 

際 

文 

化 

シ 

ス 

テ 

ム 

専 

攻 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

（英語） 

言語学特論Ⅰ  2 

言語学特論Ⅱ  2 

英文学特論  2 

米文学特論  2 

地域言語学特論Ⅰ  2 

地域言語学特論Ⅱ  2 

英文法特論  2 

英語音声学特論  2 

英語教授法特論Ⅰ  2 

英語教授法特論Ⅱ  2 

英語教育評価特論  2 

リサーチ方法特論  2 

理論言語学特論  2 

第２言語習得特論  2 

異文化接触特論  2 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

（商業） 

 

地域開発政策特論  2 

地域活性化特論  2 

経済政策特論  2 

国際経済特論  2 

産業政策特論  2 

経営戦略特論  2 

比較経営学特論  2 

産業組織特論  2 

人的資源管理特論  2 

経営活動情報特論  2 

ｅ－ビジネス特論  2 

情報交流特論  2 

会計学特論  2 

マーケティング特論  2 

観光市場分析特論  2 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：清水 かおり 

科目名(英語) Seminar in Nursing 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 6 月曜日・木曜日６限 

１．授業の概要 

  看護学教育、基盤看護学分野特論Ⅰ（看護教育学領域），基盤看護学分野特論Ⅱ（看護教育学領域）、看護学教育

分野における研究の動向を踏まえ，学生の関心あるテーマに即した研究を進めるための方法を指導する。国内外の

論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を検討し，研究の背景，文献検討，研究目的，研

究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などを指導し，研究計画書の作成までを 1 年次で行えるよう学生の研究

経験に合わせた個別指導をする。 

   

２．到達目標 

1） 論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 

2） 看護教育学領域における研究課題を発見し，看護教育の向上と発展へどのように貢献できるかを検討する。 

3） 研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 

4） 一貫性･整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。 

5） 倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 

  

３．授業の計画と内容 

第 1 週 修士論文とは、修士論文作成のプロセス              

第 2 週 テーマ設定と関連文献の検索                   

第 3 週 文献検索と文献検討 ①                     

第 4 週 文献検索と文献検討 ②                     

第 5 週 研究デザインとは、研究デザイン構築               

第 6 週 研究デザインの構築 ①                     

第 7 週 研究デザインの構築 ②                     

第 8 週 研究デザインの構築 ③                     

第 9 週 統計学的手法の理解 ①                     

第 1 0 週 統計学的手法の理解 ②                     

第 1 1 週 研究計画書の作成 ①                      

第 1 2 週 研究計画書の作成 ②                      

第 1 3 週 研究計画書の作成 ③                      

第 1 4 週 倫理審査申請書の作成 ①                    

第 1 5 週 倫理審査申請書の作成 ②                    

 

４．テキスト・参考文献 

 看護研究方法論で使用したテキスト：「看護研究 原理と方法」 監訳 近藤潤子 医学書院 

 「APA 論文作成マニュアル」APA 江藤裕之他訳 医学書院 

 「ヘルスケアに生かすアクションリサーチ」岡本玲子他訳 医学書院 

 「考具」加藤昌治著 阪急コミュニケーションズ 

 

５．準備学習：  

授業内容に該当するテキスト、資料を講読する。文献クリティーク、研究計画書の作成などの課題の提出をする。 

 

６．成績評価の方法 
課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                    20 点 

授業中の活動（評価視点：コミットメント，課題探求への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）    20 点 

研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 60 点 

合計 100 点満点 

 

７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），看護学教育（1 前）、基盤看護学分野特論Ⅰ（1 前），基盤看護学分野特論Ⅱ

（1 後）を履修済，あるいは履修中であること。 

 

８．その他：修士論文作成の重要な科目であり，特別研究に継続する。 
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科 目 名 専門演習 
担当教員： 玉井 なおみ 

科目名（英語） Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研5 火曜日・金曜日7限 

１．授業の概要： 
 がん看護学分野の研究の動向を踏まえ，院生が関心のあるテーマに即した研究を進めるための方法を学習する。国内

外の論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を検討し，研究の背景，文献検討，研究目的，

研究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などについて学び，研究計画書を作成する。そのプロセスにおいて，適

切なフィールドの選定，倫理的配慮，データ収集方法，分析方法などを検討する。自己の研究課題や研究方法の追求過

程については，演習授業において発表し，討議を行う。実務経験のある教員が担当し、看護研究の意義と方法、科学的

思考と看護学の発展と関連づけて理解を深める。 
 
２．到達目標：  
① 論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 
② がん看護学分野における研究課題を発見し，看護の向上と発展にどのように貢献できるかを検討する。 
③ 研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 
④ 研究課題に基づき，研究計画書を作成する一連の過程を通して，一貫性・整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。

⑤ 倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 
 
３．授業の計画と内容   

第 1週 
第 2週 
第 3週 
第 4週 
第 5週 
第 6週 
第 7週 
第 8週 
第 9週 
第10週 
第11週 
第12週 
第13週 
第14週 
第15週 

修士論文とは，修士論文作成のプロセス 
テーマ設定と関連文献の検索 
文献検索と文献検討 ① 
文献検索と文献検討 ② 
研究デザインの構築 ① 
研究デザインの構築 ② 
質的研究手法の理解 ① 
質的研究手法の理解 ② 
統計学的手法の理解 ① 
統計学的手法の理解 ② 
研究計画書の作成 ① 
研究計画書の作成 ② 
研究計画書の作成 ③ 
倫理審査申請書の作成 ① 
倫理審査申請書の作成 ② 

 
４．テキスト： 看護研究方法論で使用したテキスト 

Denise F. Polit , Cheryl Tatano Beck (2004)／近藤潤子 監訳 (2010)：看護研究 原理と方法, 医学書院，東京． 
  APA (2010)/ 江藤裕之他 訳(2011)：APA論文作成マニュアル (第2版)，医学書院，東京． 

    参考文献：適宜提示する 
 
５．準備学習：毎回，課題を提示するので，次回までに準備すること。 
 
６．成績評価の方法： 
  課題の内容（評価の視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                              20 点 
  授業中の活動（評価の視点：コミットメント，課題探究への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）  20点 

研究計画書の作成（評価の視点：研究計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理的配慮の記載）      60点 
合計100点満点 

 
７．履修の条件：看護学研究方法論Ⅰ，看護学研究方法論Ⅱ，臨床看護学特論Ⅰ，臨床看護学特論Ⅱを履修済，あるいは

履修中であること。 
 
８．その他：修士論文作成の重要な科目であり，特別研究に継続する。 
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科 目 名 専門演習 
担当教員： 木村 安貴 

科目名（英語） Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研5 火曜日・金曜日7限 

１．授業の概要： 
 臨床看護学特論Ⅰ、臨床看護学特論Ⅱを通して、臨床看護分野での主にがん看護の研究の動向を踏まえ，学生が関心

のある研究課題に関連した国内外の文献クリティークを行う。文献クリティークを通して、研究手法、計画作成および

論文作成過程を学ぶ。先行研究を読み込み、研究課題の絞込みを行い、倫理的配慮に基いた研究計画書の作成を行う。 
 

２．到達目標：  
① 文献クリティーク方法を理解し、実践できる。 
② 研究課題に関連した研究デザイン・研究手法を理解することができる。 
③ 研究課題を見つけ、絞り込むプロセスを経て、決定することができる。 
④ 倫理的配慮に基いた、がん看護学分野ふさわしい研究計画書を作成できる。 

 
３．授業の計画と内容   

第 1週 
第 2週 
第 3週 
第 4週 
第 5週 
第 6週 
第 7週 
第 8週 
第 9週 
第10週 
第11週 
第12週 
第13週 
第14週 
第15週 

修士論文とは，修士論文作成のプロセス 
文献検索方法と文献リスト作成方法の理解 
文献クリティーク① 
文献クリティーク② 
文献クリティーク③＋量的研究デザインの理解 
文献クリティーク④＋量的研究における分析手法の理解 
文献クリティーク⑤＋質的研究デザインの理解 
文献クリティーク⑥＋質的研究における分析手法の理解 
研究テーマに関する先行研究の検討 
研究テーマの絞込み 
研究計画書＋倫理審査申請書の作成 ① 
研究計画書＋倫理審査申請書の作成 ② 
研究計画書＋倫理審査申請書の作成 ③ 
研究計画書＋倫理審査申請書の作成 ④ 
研究計画書＋倫理審査申請書の作成 ⑤ 

 
４．テキスト： 看護研究方法論で使用したテキスト 

Denise F. Polit , Cheryl Tatano Beck (2004)／近藤潤子 監訳 (2010)：看護研究 原理と方法, 医学書院，東京． 
  APA (2010)/ 江藤裕之他 訳(2011)：APA論文作成マニュアル (第2版)，医学書院，東京． 

    参考文献：適宜提示する 
 
５．準備学習：課題提出 
  第2～8週 文献クリティークにおいては、授業前までに文献の準備とクリティークシートの作成 

第9～10週 研究テーマに関連した文献レビューの作成   
６．成績評価の方法： 
  文献クリティーク（評価の視点：研究課題に関連した文献であるか、クリティークスキル）        20点  

  研究課題絞込み（評価の視点：研究課題に関連した先行研究検討を行い、研究の意義を明確にするプロセス）30点 
研究計画書の作成（評価の視点：簡潔・明快性、一貫性、新奇性、完遂性、倫理的配慮）           50点 
合計100点満点 

 
７．履修の条件：看護研究方法論Ⅰ，看護研究方法論Ⅱ，臨床看護学特論Ⅰ，臨床看護学特論Ⅱを履修済，あるいは履修

中であること。 
 
８．その他：修士論文作成の重要な科目であり，特別研究に継続する。 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：小西 清美 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 7 火曜日・木曜日 7 限 

１．授業の概要 

  女性の各ライフステージの性と生殖に関する健康問題から，院生の興味・関心あるテーマを選択させ，論文の研究の進め方

を指導する。国内外の文献検索・文献検討をして，研究課題を明らかにさせる。研究過程を概観させ，研究の背景，文献検討，

研究目的，研究デザイン，倫理的配慮などを指導し，適切な研究方法を検討し，研究計画書を作成させる。また，研究計画が

実施可能か，試験的に実施し，研究計画書を完成させる。1 年次で研究計画書が作成できるよう個別指導をする。 

   

２．到達目標 

  ・女性の各ライフステージの性と生殖に関する健康問題の文献講読をして，研究課題が明確化できる。 

・研究課題に関して，科学的方法での研究プロセスを理解できる。 

  ・研究テーマや研究デザインの選定，研究計画書が作成できる。 

  ・人を対象とした場合，倫理的配慮ができる。 

  

３．授業の計画と内容 

第 １ 週  修士論文の研究に取り組む前に 

第 ２ 週  国内外の文献検索・文献検討（1） 

第 ３ 週  国内外の文献検索・文献検討（2） 

第 ４ 週  国内外の文献検索・文献検討（3） 

第 ５ 週   研究過程の概観 

第 ６ 週   研究デザインの種類と選定（1） 

第 ７ 週   研究デザインの種類と選定（2） 

第 ８ 週   研究デザインの種類と選定（3） 

第 ９ 週   統計学的手法の理解（1） 

第 10 週    統計学的手法の理解（2） 

第 11 週  統計学的手法の理解（3） 

第 12 週  研究計画書の立て方 （1） 

第 13 週  研究計画書の作成  

第 14 週  研究計画書の試験的実施  

第 15 週  研究計画書の完成 

 

４．テキスト： 

参考文献：「看護研究ガイドブック」，川口孝泰，医学書院 

           「看護研究 原理と方法」 監訳 近藤潤子 医学書院 

       「APA 論文作成マニュアル」APA 江藤裕之他訳 医学書院 

 
 

５．準備学習： 課題の提出 

 

６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）             50 点 
研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 50 点 
合計 100 点満点 

 

７．履修の条件：看護研究方法論（1 前）臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中であ

ること。 

 

８．その他：研究計画を立案し，さらに特別研究の授業では計画に沿って実施できるようにする。 

 

科 目 名 専門演習 
担当教員：島田 友子 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 7 火曜日・木曜日 7 限 

１．授業の概要 

  女性とその家族に関する健康問題の視点より、個々の興味・関心に従い累積した学習成果を活用し、国内外の論文のクリテ

ィークを重ねて、研究課題の焦点化、研究方法論の決定を行い、研究計画書を作成する。 

   

２．到達目標 

  ・文献レビューの方法を修得し、研究課題の焦点化ができる。 

・焦点化した研究課題の背景を述べる。 

・研究課題に関して，科学的方法での研究プロセスを理解できる。 

  ・研究テーマや研究デザインの選定，研究計画書が作成できる。 

  ・人を対象とした場合，倫理的配慮ができる。 

  

３．授業の計画と内容 

第 １ 週  修士論文の研究 ガイダンス 

第 ２ 週  国内外の文献検索・文献検討（1） 

第 ３ 週  国内外の文献検索・文献検討（2） 

第 ４ 週  国内外の文献検索・文献検討（3） 

第 ５ 週   国内外の文献検索・文献検討（3） 

第 ６ 週   研究デザインの種類と選定（1） 

第 ７ 週   研究デザインの種類と選定（2） 

第 ８ 週   研究デザインの種類と選定（3） 

第 ９ 週   統計学的手法の理解（1） 

第 10 週    統計学的手法の理解（2） 

第 11 週  統計学的手法の理解（3） 

第 12 週  研究計画書作成(1) 

第 13 週  研究計画書作成(2)  

第 14 週  研究計画書作成(3)  

第 15 週  研究計画書作成(4) 

 

４．テキスト： 

参考文献：「看護における研究」 南 裕子 (編集)、医学書院、2017 

「よくわかる看護研究論文のクリティーク―研究手法別のチェックシートで学ぶ 」牧本 清子、 

  日本看護協会出版会、2014 

       「APA 論文作成マニュアル 第 2版 」アメリカ心理学会 (著)、2011    

 

５．準備学習： 課題の提出 

 

６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）             50 点 
研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 50 点 
合計 100 点満点 

 

７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中で

あること。 

 

８．その他：研究計画を立案し，さらに特別研究の授業では計画に沿って実施できるようにする。 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：島田 友子 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 7 火曜日・木曜日 7 限 

１．授業の概要 

  女性とその家族に関する健康問題の視点より、個々の興味・関心に従い累積した学習成果を活用し、国内外の論文のクリテ

ィークを重ねて、研究課題の焦点化、研究方法論の決定を行い、研究計画書を作成する。 

   

２．到達目標 

  ・文献レビューの方法を修得し、研究課題の焦点化ができる。 

・焦点化した研究課題の背景を述べる。 

・研究課題に関して，科学的方法での研究プロセスを理解できる。 

  ・研究テーマや研究デザインの選定，研究計画書が作成できる。 

  ・人を対象とした場合，倫理的配慮ができる。 

  

３．授業の計画と内容 

第 １ 週  修士論文の研究 ガイダンス 

第 ２ 週  国内外の文献検索・文献検討（1） 

第 ３ 週  国内外の文献検索・文献検討（2） 

第 ４ 週  国内外の文献検索・文献検討（3） 

第 ５ 週   国内外の文献検索・文献検討（3） 

第 ６ 週   研究デザインの種類と選定（1） 

第 ７ 週   研究デザインの種類と選定（2） 

第 ８ 週   研究デザインの種類と選定（3） 

第 ９ 週   統計学的手法の理解（1） 

第 10 週    統計学的手法の理解（2） 

第 11 週  統計学的手法の理解（3） 

第 12 週  研究計画書作成(1) 

第 13 週  研究計画書作成(2)  

第 14 週  研究計画書作成(3)  

第 15 週  研究計画書作成(4) 

 

４．テキスト： 

参考文献：「看護における研究」 南 裕子 (編集)、医学書院、2017 

「よくわかる看護研究論文のクリティーク―研究手法別のチェックシートで学ぶ 」牧本 清子、 

  日本看護協会出版会、2014 

       「APA 論文作成マニュアル 第 2版 」アメリカ心理学会 (著)、2011    

 

５．準備学習： 課題の提出 

 

６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）             50 点 
研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 50 点 
合計 100 点満点 

 

７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中で

あること。 

 

８．その他：研究計画を立案し，さらに特別研究の授業では計画に沿って実施できるようにする。 
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授業科目名 専門演習 
担当教員：松下聖子 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

４ １ 後期 1～2 研227 火曜日5限 

１．授業の概要 
  小児看護学特論Ⅰと小児看護学特論Ⅱ、小児看護学分野における研究の動向を踏まえ、学生の関心あるテーマに

即した研究を進めるための方法を指導する。国内外の論文のクリティークを重ねて、研究課題を絞り込み、適切な

研究方法を検討し、研究の背景、文献検討、研究目的、研究デザイン、具体的な研究方法、倫理的配慮などを指導

し、研究計画書の作成までを１年次で行えるよう学生の研究経験に合わせた個別指導をする。 
  研究分野としては、入院児の生活環境の向上や子どもの生活リズムに関する研究、医療保育専門士やチャイルド

ライフスペシャリストなどによる子どもの支援のあり方、病気や障がいのある児とその家族への支援である。研究

手法は調査研究を主体に指導をすすめる。また調査内容によっては、フィールドワークやヒアリングを用いた研究

方法による質的研究を指導する。 
２．到達目標 
 ①論文読解能力を高め、多様な研究方法を理解する 
②小児看護学分野における研究課題を発見し、小児看護の向上と発展にどのように貢献できるか検討する 
③修士論文作成に向けた研究のプロセスを理解し、研究テーマの選定、絞込み、研究デザインの選定、具体的な研

究方法について理解する 
④研究課題に基づき、研究計画書を作成する一連の過程を通して、一貫性、整合性のある研究計画書の作成手順を

学ぶ 
⑤倫理的判断の必要性を理解し、倫理審査申請書が作成できる。 

３．授業の計画と内容  
第 1週 
第 2週 
第 3週 
第 4週 
第 5週 
第 6週 
第 7週 
第 8週 
第 9週 
第10週 
第11週 
第12週 
第13週 
第14週 
第15週 

修士論文とは，修士論文作成のプロセス 
テーマ設定と関連文献の検索 
文献検索と文献検討 ① 
文献検索と文献検討 ② 
研究デザインの構築 ① 
研究デザインの構築 ② 
質的研究手法の理解 ① 
質的研究手法の理解 ② 
統計学的手法の理解 ① 
統計学的手法の理解 ② 
研究計画書の作成 ① 
研究計画書の作成 ② 
研究計画書の作成 ③ 
倫理審査申請書の作成 ① 
倫理審査申請書の作成 ② 

                
             
４．テキスト・参考文献 

 看護研究方法論で使用したテキスト：「看護研究 原理と方法」 監訳 近藤潤子 医学書院 
                    「APA論文作成マニュアル」APA 江藤裕之他訳 医学書院 
   参考文献：適宜提示する       
５．準備学習：課題の提出 
６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性、論理的な文章構成）             50点 
    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容、研究方法の妥当性、倫理性への配慮の記載） 50点 
    合計100点満点 
７．履修の条件：看護研究方法論、臨床看護学特論Ⅰ、臨床看護学特論Ⅱを履修、または履修中であること。 
８．その他：修士論文作成の重要な科目であり、特別研究に継続する。 

 

科 目 名 専門演習 
担当教員：鈴木 啓子  

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 17 火曜日・金曜日 7 限 
１．授業の概要 

  精神看護学特論Ⅰと精神看護学特論Ⅱ，精神看護学分野における研究の動向を踏まえ，学生自身が関心あるテーマに即した研究

を進めるための方法について学習する。国内外の論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を検討し，研究

の背景，文献検討，研究目的，研究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などについて学び，研究計画書を作成する。そのプロ

セスにおいて，適切なフィールドの選定，倫理的配慮，看護実践記録やフィールドの十分な記録，適切な分析方法等を検討する。自

己の研究課題や研究方法の追及過程については，演習授業において発表し，討議を行う。 

 

２．到達目標 

 ①論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 

 ②精神看護領域における研究課題を発見し，精神看護の向上と発展にどのように貢献できるかを検討する。 

 ③研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 

 ④研究課題にもとづき，研究計画書を作成する一連の過程を通して，一貫性･整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。 

 ⑤倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 

 

３．授業の計画と内容 

第 １ 週 専門演習の授業目的，内容，方法について概説する 

第 ２ 週 看護研究，文献検索・講読に関する学術用語および基礎的知識，文献検討による課題の探求方法について概説する    

第 ３ 週 文献検索および文献入手を図書館にて行った結果を報告し検討する 

第 ４ 週 前半（教員による講義)研究デザインについて概説する① 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ５ 週 前半(教員による講義)研究デザイン構築に向けて概説する① 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ６ 週 前半(教員による講義)研究デザインの構築について概説する② 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ７ 週 質的研究方法について概説する 

第 ８ 週 前半（教員による講義）質的研究方法で用いられるアプローチについて概説する  

後半（プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する文献の中で質的研究方法を用いた文献における研究

法について検討する 

第 ９ 週 統計的手法について概説する①  

第 10 週 前半(教員による講義）統計学的手法について概説する②  

後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する文献の中で量的研究方法を用いた文献における研究法

について検討する  

第 11 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ①  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する  

第 12 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ②  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する 

第 13 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ③  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する 

第 14 週 倫理審査申請書の作成と倫理審査受審について概説する  

第 15 週 前半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する倫理的配慮のポイントについて発表，検討する 

後半(教員による講評）まとめ 

４．テキスト  

 ・ Nancy Burns, Susan,K. Grove(2013)The Practice of Nursing Research : Appraisal, Synthesis, and 
Generation of Evidence ;  ７th ed. Saunders  

 参考文献 
 ・Matthew B. Miles,A. M. Huberman(2013) Qualitative Data Analysis: A Methods Sourcebook；Third ed.Sage 
Publications, Inc. 
   ５．準備学習： 課題の提出 

６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                    20 点 
授業中の活動（評価視点：コミットメント，課題探求への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）    20 点 

    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 60 点 
    合計 100 点満点 
７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中であ

ること。 

８．その他：特になし 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：鈴木 啓子  

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 17 火曜日・金曜日 7 限 
１．授業の概要 

  精神看護学特論Ⅰと精神看護学特論Ⅱ，精神看護学分野における研究の動向を踏まえ，学生自身が関心あるテーマに即した研究

を進めるための方法について学習する。国内外の論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を検討し，研究

の背景，文献検討，研究目的，研究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などについて学び，研究計画書を作成する。そのプロ

セスにおいて，適切なフィールドの選定，倫理的配慮，看護実践記録やフィールドの十分な記録，適切な分析方法等を検討する。自

己の研究課題や研究方法の追及過程については，演習授業において発表し，討議を行う。 

 

２．到達目標 

 ①論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 

 ②精神看護領域における研究課題を発見し，精神看護の向上と発展にどのように貢献できるかを検討する。 

 ③研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 

 ④研究課題にもとづき，研究計画書を作成する一連の過程を通して，一貫性･整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。 

 ⑤倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 

 

３．授業の計画と内容 

第 １ 週 専門演習の授業目的，内容，方法について概説する 

第 ２ 週 看護研究，文献検索・講読に関する学術用語および基礎的知識，文献検討による課題の探求方法について概説する    

第 ３ 週 文献検索および文献入手を図書館にて行った結果を報告し検討する 

第 ４ 週 前半（教員による講義)研究デザインについて概説する① 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ５ 週 前半(教員による講義)研究デザイン構築に向けて概説する① 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ６ 週 前半(教員による講義)研究デザインの構築について概説する② 

後半(プレゼンテーションとディスカッション）授業目標に沿い，講読した精神看護研究に用いられている学術用語，研究方法，

研究内容等について学習した内容をプレゼンテーションし，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ７ 週 質的研究方法について概説する 

第 ８ 週 前半（教員による講義）質的研究方法で用いられるアプローチについて概説する  

後半（プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する文献の中で質的研究方法を用いた文献における研究

法について検討する 

第 ９ 週 統計的手法について概説する①  

第 10 週 前半(教員による講義）統計学的手法について概説する②  

後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する文献の中で量的研究方法を用いた文献における研究法

について検討する  

第 11 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ①  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する  

第 12 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ②  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する 

第 13 週 前半(教員による講義）研究計画書の作成について概説する ③  

       後半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する研究計画について検討する 

第 14 週 倫理審査申請書の作成と倫理審査受審について概説する  

第 15 週 前半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する倫理的配慮のポイントについて発表，検討する 

後半(教員による講評）まとめ 

４．テキスト  

 ・ Nancy Burns, Susan,K. Grove(2013)The Practice of Nursing Research : Appraisal, Synthesis, and 
Generation of Evidence ;  ７th ed. Saunders  

 参考文献 
 ・Matthew B. Miles,A. M. Huberman(2013) Qualitative Data Analysis: A Methods Sourcebook；Third ed.Sage 
Publications, Inc. 
   ５．準備学習： 課題の提出 

６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                    20 点 
授業中の活動（評価視点：コミットメント，課題探求への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）    20 点 

    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 60 点 
    合計 100 点満点 
７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中であ

ること。 

８．その他：特になし 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：大城 凌子  

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 13 月曜日・木曜日 7 限 

１．授業の概要 
  在宅看護学特論Ⅱの講義や，在宅看護学分野の研究の動向を踏まえ，国内外の論文のクリティークを重ねて，

研究課題を絞り込み，適切な研究方法を検討し，研究の背景，文献検討，研究目的，研究デザイン，具体的な

研究方法，倫理的配慮などを指導し，研究計画書の作成までを 1 年次で行えるよう学生の研究経験に合わせた

方法による指導をする。 
研究分野としては，沖縄における文化を活かした高齢者への援助や看取り，住民の健康増進活動や参加する

学生への教育などのテーマに関する指導を主に行い，アクションリサーチや質的，量的研究方法論を指導する。 
  
２．到達目標 
①修士論文作成に向けた研究のプロセスを理解できる。 
②研究テーマの選定，絞込み，研究デザインの選定，具体的な研究方法について理解し，研究計画書が作成で

きる。 
③倫理的判断の必要性について理解し，倫理審査申請書が作成できる。 

  
３．授業の計画と内容 

第 １ 週  修士論文とは，修士論文作成のプロセス  

   第 ２ 週  テーマ設定と関連文献の検索  

   第 ３ 週  文献検索と文献検討 ①  

   第 ４ 週  文献検索と文献検討 ②  

   第 ５ 週  研究デザイン構築  

   第 ６ 週  質的研究法の理解 ①  

   第 ７ 週  質的研究法の理解 ②  

   第 ８ 週  質的研究法の理解 ③  

   第 ９ 週  統計学的手法の理解 ①  

   第 10 週  統計学的手法の理解 ②  

   第 11 週  研究計画書の作成 ①  

   第 12 週  研究計画書の作成 ②  

   第 13 週  研究計画書の作成 ③  

   第 14 週  倫理審査申請書の作成 ①  

   第 15 週  倫理審査申請書の作成 ②  

   第 16 週  倫理審査申請書の作成 ③  

 
４．テキスト・参考文献 

「看護研究 原理と方法」 監訳 近藤潤子 医学書院 
  「APA 論文作成マニュアル」APA 江藤裕之他訳 医学書 
  「フィールドワークの技法」佐藤郁也 新曜社 
 
５．準備学習： 課題の提出 
６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）            50 点 
    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載）50 点 
    合計 100 点 
 
７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，ある

いは履修中であること。 
 
８．その他：修士論文作成の重要な科目であり，特別研究に継続する。 

※シラバスはクラスの状況、講義の進行状況によって変更することがありますので、あらかじめご理解下さい。 
 

科 目 名 専門演習 
担当教員：田場 真由美 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 15 火曜日・金曜日 7 限 
１．授業の概要 

  公衆衛生看護学特論Ⅰと公衆衛生看護学特論Ⅱ，公衆衛生看護学分野における研究の動向を踏まえ，学生自身が関心あるテーマ

に即した研究を進めるための方法について学習する。国内外の論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を

検討し，研究の背景，文献検討，研究目的，研究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などについて学び，研究計画書を作成

する。そのプロセスにおいて，適切なフィールドの選定，倫理的配慮，看護実践記録やフィールドの十分な記録，適切な分析方法等を

検討する。自己の研究課題や研究方法の追及過程については，演習授業において発表し，討議を行う。 

 

２．到達目標 

 ①論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 

 ②公衆衛生看護領域における研究課題を発見し，公衆衛生看護の向上と発展にどのように貢献できるかを検討する。 

 ③研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 

 ④研究課題にもとづき，研究計画書を作成する一連の過程を通して，一貫性･整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。 

 ⑤倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 

 

３．授業の計画と内容 

第 １ 週 修士論文とは、作成過程について概説する 

第 ２ 週 看護研究，文献検索・講読に関する学術用語および基礎的知識，文献検討による課題の探求方法について概説する    

第 ３ 週 文献検索と文献検討① 

文献検索および文献入手のために図書館を活用した結果を報告し検討する 

第 ４ 週 文献検索と文献検討② 

第 ５ 週 研究デザインの構築① 

講読した公衆衛生看護研究に用いられている学術用語，研究方法，研究内容等について学習した内容をプレゼンテーション

し，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ６ 週 研究デザインの構築② 

講読した公衆衛生看護研究に用いられている学術用語，研究方法，研究内容等について学習した内容をプレゼンテーション

し，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ７ 週 質的研究方法の理解① 

第 ８ 週 質的研究方法の理解②  

各自の研究課題に関する文献の中で質的研究方法を用いた文献における研究法について検討する 

第 ９ 週 統計学的手法の理解①  

第 10 週 統計学的手法の理解②  

各自の研究課題に関する文献の中で量的研究方法を用いた文献における研究法について検討する  

第 11 週 研究計画書の作成①  

第 12 週 研究計画書の作成②  

第 13 週 研究計画書の作成③        

第 14 週 倫理審査申請書の作成と倫理審査受審について概説する  

第 15 週 前半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する倫理的配慮のポイントについて発表，検討する 

後半(教員による講評）まとめ 

４．テキスト  

D.F.ポーリット＆C.Tベック,近藤潤子(監訳)：看護研究 原理と方法 第 2版、医学書院、2016. 

APA 江藤裕之他訳：APA論文作成マニュアル、医学書院､2004. 

市原清志：バイオサイエンスの統計学 南江堂、1990． 
 参考文献 
  前田樹海,江藤裕之：APAに学ぶ 看護系論文執筆のルール、医学書院、2017. 
５．準備学習 

授業内容に該当するテキスト,資料を講読する。文献クリティーク,研究計画書の作成などの課題の提出をする。 
 
６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                    20 点 
授業中の活動（評価視点：コミットメント，課題探求への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）    20 点 

    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 60 点 
    合計 100 点満点 
７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中であ

ること。 

８．その他：特になし 
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科 目 名 専門演習 
担当教員：田場 真由美 

科目名(英語) Seminar in Nursing 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 後期 1～2 看研 15 火曜日・金曜日 7 限 
１．授業の概要 

  公衆衛生看護学特論Ⅰと公衆衛生看護学特論Ⅱ，公衆衛生看護学分野における研究の動向を踏まえ，学生自身が関心あるテーマ

に即した研究を進めるための方法について学習する。国内外の論文のクリティークを重ねて，研究課題を絞り込み，適切な研究方法を

検討し，研究の背景，文献検討，研究目的，研究デザイン，具体的な研究方法，倫理的配慮などについて学び，研究計画書を作成

する。そのプロセスにおいて，適切なフィールドの選定，倫理的配慮，看護実践記録やフィールドの十分な記録，適切な分析方法等を

検討する。自己の研究課題や研究方法の追及過程については，演習授業において発表し，討議を行う。 

 

２．到達目標 

 ①論文読解能力を高め，多様な研究方法を理解する。 

 ②公衆衛生看護領域における研究課題を発見し，公衆衛生看護の向上と発展にどのように貢献できるかを検討する。 

 ③研究課題に関して適切な研究デザインならびに研究方法を選択する。 

 ④研究課題にもとづき，研究計画書を作成する一連の過程を通して，一貫性･整合性のある研究計画書の作成手順を学ぶ。 

 ⑤倫理審査申請書の作成を通して，研究における倫理的感性を高める。 

 

３．授業の計画と内容 

第 １ 週 修士論文とは、作成過程について概説する 

第 ２ 週 看護研究，文献検索・講読に関する学術用語および基礎的知識，文献検討による課題の探求方法について概説する    

第 ３ 週 文献検索と文献検討① 

文献検索および文献入手のために図書館を活用した結果を報告し検討する 

第 ４ 週 文献検索と文献検討② 

第 ５ 週 研究デザインの構築① 

講読した公衆衛生看護研究に用いられている学術用語，研究方法，研究内容等について学習した内容をプレゼンテーション

し，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ６ 週 研究デザインの構築② 

講読した公衆衛生看護研究に用いられている学術用語，研究方法，研究内容等について学習した内容をプレゼンテーション

し，研究の概念枠組みと研究方法論について討論する 

第 ７ 週 質的研究方法の理解① 

第 ８ 週 質的研究方法の理解②  

各自の研究課題に関する文献の中で質的研究方法を用いた文献における研究法について検討する 

第 ９ 週 統計学的手法の理解①  

第 10 週 統計学的手法の理解②  

各自の研究課題に関する文献の中で量的研究方法を用いた文献における研究法について検討する  

第 11 週 研究計画書の作成①  

第 12 週 研究計画書の作成②  

第 13 週 研究計画書の作成③        

第 14 週 倫理審査申請書の作成と倫理審査受審について概説する  

第 15 週 前半(プレゼンテーションとディスカッション）各自の研究課題に関する倫理的配慮のポイントについて発表，検討する 

後半(教員による講評）まとめ 

４．テキスト  

D.F.ポーリット＆C.Tベック,近藤潤子(監訳)：看護研究 原理と方法 第 2版、医学書院、2016. 

APA 江藤裕之他訳：APA論文作成マニュアル、医学書院､2004. 

市原清志：バイオサイエンスの統計学 南江堂、1990． 
 参考文献 
  前田樹海,江藤裕之：APAに学ぶ 看護系論文執筆のルール、医学書院、2017. 
５．準備学習 

授業内容に該当するテキスト,資料を講読する。文献クリティーク,研究計画書の作成などの課題の提出をする。 
 
６．成績評価の方法 

課題の内容（評価視点：テーマとの整合性，論理的な文章構成）                    20 点 
授業中の活動（評価視点：コミットメント，課題探求への姿勢，プレゼンテーションの適切さ）    20 点 

    研究計画書の作成（評価視点：計画書の内容，研究方法の妥当性，倫理性への配慮の記載） 60 点 
    合計 100 点満点 
７．履修の条件：看護研究方法論（1 前），臨床看護学特論Ⅰ（1 前），臨床看護学特論Ⅱ（1 後）を履修済，あるいは履修中であ

ること。 

８．その他：特になし 
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Seminar in Nursing 
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看護理論
包括的健康アセスメント

ナガタ　ミワコ 臨床看護学特論Ⅰ
永田　美和子 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論I
看護管理学

スズキ　ケイコ コンサルテーション論
鈴木　啓子 包括的健康アセスメント

臨床看護学特論Ⅰ
臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護管理学

ヨコガワ　ユミコ 基盤看護学特論Ⅰ
横川　裕美子 基盤看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅰ
病態生理学

スナガワ　マサノリ 臨床看護学特論Ⅰ
砂川　昌範 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護倫理学

コニシ　キヨミ 臨床看護学特論Ⅰ
小西　清美 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
沖縄のケアリング文化

シマダ　トモコ 看護管理学
島田　友子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
看護理論
沖縄のケアリング文化

オオシロ　リョウコ 包括的健康アセスメント
大城　凌子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅱ

マツシタ　セイコ 臨床看護学特論Ⅰ
松下　聖子 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論Ⅰ

タバ　マユミ 看護学研究方法論Ⅱ
田場　真由美 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論I

タマイ　ナオミ 臨床看護学特論Ⅰ
玉井　なおみ 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅱ
看護理論

イレイ　マサル 臨床看護学特論Ⅰ
伊礼　優 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護教育学

シミズ　カオリ 看護管理学
清水　かおり 基盤看護学特論Ⅰ

基盤看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
臨床看護学特論I

キトウ　カズコ 看護学研究方法論Ⅱ
鬼頭　和子 専門演習

特別研究
看護理論
看護学研究方法論Ⅰ

ムラカミ　ミツコ 看護学研究方法論Ⅱ
村上　満子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究

看護学研究科教員名簿

フリガナ

氏名
職位 担当授業科目の名称 備考

2 教授

上級准教授13

8 教授

9 教授

11 上級准教授

6 教授

1
教授

（研究科長）

7 教授

3 教授

4 教授

5 教授

12 上級准教授

10 教授

14 上級准教授
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看護理論
包括的健康アセスメント

ナガタ　ミワコ 臨床看護学特論Ⅰ
永田　美和子 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論I
看護管理学

スズキ　ケイコ コンサルテーション論
鈴木　啓子 包括的健康アセスメント

臨床看護学特論Ⅰ
臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護管理学

ヨコガワ　ユミコ 基盤看護学特論Ⅰ
横川　裕美子 基盤看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅰ
病態生理学

スナガワ　マサノリ 臨床看護学特論Ⅰ
砂川　昌範 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護倫理学

コニシ　キヨミ 臨床看護学特論Ⅰ
小西　清美 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
沖縄のケアリング文化

シマダ　トモコ 看護管理学
島田　友子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
看護理論
沖縄のケアリング文化

オオシロ　リョウコ 包括的健康アセスメント
大城　凌子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅱ

マツシタ　セイコ 臨床看護学特論Ⅰ
松下　聖子 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論Ⅰ

タバ　マユミ 看護学研究方法論Ⅱ
田場　真由美 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護理論
看護学研究方法論I

タマイ　ナオミ 臨床看護学特論Ⅰ
玉井　なおみ 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護学研究方法論Ⅱ
看護理論

イレイ　マサル 臨床看護学特論Ⅰ
伊礼　優 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
特別研究
看護理論
看護教育学

シミズ　カオリ 看護管理学
清水　かおり 基盤看護学特論Ⅰ

基盤看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
臨床看護学特論I

キトウ　カズコ 看護学研究方法論Ⅱ
鬼頭　和子 専門演習

特別研究
看護理論
看護学研究方法論Ⅰ

ムラカミ　ミツコ 看護学研究方法論Ⅱ
村上　満子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究

看護学研究科教員名簿

フリガナ

氏名
職位 担当授業科目の名称 備考

2 教授

上級准教授13

8 教授

9 教授

11 上級准教授

6 教授

1
教授

（研究科長）

7 教授

3 教授

4 教授

5 教授

12 上級准教授

10 教授

14 上級准教授
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フリガナ

氏名
職位 担当授業科目の名称 備考

看護学研究方法論Ⅰ
看護学研究方法論Ⅱ

キムラ　ヤスタカ 病態生理学
木村　安貴 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護理論

ヒガ　ノリエ 臨床看護学特論Ⅰ
比嘉　憲枝 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
看護学研究方法論Ⅰ

モトムラ　ジュン 看護学研究方法論Ⅱ
本村　純 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
ナシロ　カズエ

名城　一枝

トケシ　マサノリ

渡慶次　正則

カノウ　ヒデアキ

嘉納　英明

タカセ　コウイチ

高瀬　幸一

オクモト　タダシ

奥本　正

ヤマウラ　ハルオ

山浦　晴男

ヤツシロ　リカ

八代　利香

ｱﾀﾞﾆﾔ　ﾏｻﾄ

安谷屋　正人

ﾆｯﾀ　ﾀﾂﾛｳ

新田　達郎

ベップ　チエ

別府　千恵

アラキ　トモコ

荒木　登茂子

ウサミ　シオリ

宇佐美　しおり

トウナイ　ミホ

藤内　美保

ウザ　ミヨコ 沖縄のケアリング文化

宇座　美代子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ

ヒガ（ナカムラ）　マリコ

比嘉（中村）真理子

オクニシ　エイスケ

奥西　栄介

ナカモト　サトミ

中本　里美

イナガキ　キヌヨ

稲垣　絹代

フナシマ　ナヲミ

舟島　なをみ

カミザト　ミドリ

神里　みどり

ハナシロ　カズヒコ 臨床看護学特論Ⅰ

花城　和彦 臨床看護学特論Ⅱ

病態生理学

16 上級准教授

18 上級准教授 看護管理学

19 教授 英語講読

15 准教授

17 上級准教授

20 教授 看護教育学

21 教授 ヘルスプロモーション論

25 非常勤講師 看護管理学

22 教授 健康栄養学

23 非常勤講師 看護学研究方法論Ⅱ

26 非常勤講師 看護管理学

27 非常勤講師 看護管理学

24 非常勤講師 看護倫理学

30 非常勤講師 包括的健康アセスメント

31 非常勤講師

28 非常勤講師 看護管理学

29 非常勤講師 コンサルテーション論

34 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅱ

35 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅰ

32 非常勤講師 病態生理学

33 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅰ

38 非常勤講師

36 非常勤講師 看護教育学

37 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅱ

─ 178 ─



フリガナ

氏名
職位 担当授業科目の名称 備考

看護学研究方法論Ⅰ
看護学研究方法論Ⅱ

キムラ　ヤスタカ 病態生理学
木村　安貴 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
専門演習
特別研究
看護理論

ヒガ　ノリエ 臨床看護学特論Ⅰ
比嘉　憲枝 臨床看護学特論Ⅱ

専門演習
看護学研究方法論Ⅰ

モトムラ　ジュン 看護学研究方法論Ⅱ
本村　純 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ
ナシロ　カズエ

名城　一枝

トケシ　マサノリ

渡慶次　正則

カノウ　ヒデアキ

嘉納　英明

タカセ　コウイチ

高瀬　幸一

オクモト　タダシ

奥本　正

ヤマウラ　ハルオ

山浦　晴男

ヤツシロ　リカ

八代　利香

ｱﾀﾞﾆﾔ　ﾏｻﾄ

安谷屋　正人

ﾆｯﾀ　ﾀﾂﾛｳ

新田　達郎

ベップ　チエ

別府　千恵

アラキ　トモコ

荒木　登茂子

ウサミ　シオリ

宇佐美　しおり

トウナイ　ミホ

藤内　美保

ウザ　ミヨコ 沖縄のケアリング文化

宇座　美代子 臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ

ヒガ（ナカムラ）　マリコ

比嘉（中村）真理子

オクニシ　エイスケ

奥西　栄介

ナカモト　サトミ

中本　里美

イナガキ　キヌヨ

稲垣　絹代

フナシマ　ナヲミ

舟島　なをみ

カミザト　ミドリ

神里　みどり

ハナシロ　カズヒコ 臨床看護学特論Ⅰ

花城　和彦 臨床看護学特論Ⅱ

病態生理学

16 上級准教授

18 上級准教授 看護管理学

19 教授 英語講読

15 准教授

17 上級准教授

20 教授 看護教育学

21 教授 ヘルスプロモーション論

25 非常勤講師 看護管理学

22 教授 健康栄養学

23 非常勤講師 看護学研究方法論Ⅱ

26 非常勤講師 看護管理学

27 非常勤講師 看護管理学

24 非常勤講師 看護倫理学

30 非常勤講師 包括的健康アセスメント

31 非常勤講師

28 非常勤講師 看護管理学

29 非常勤講師 コンサルテーション論

34 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅱ

35 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅰ

32 非常勤講師 病態生理学

33 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅰ

38 非常勤講師

36 非常勤講師 看護教育学

37 非常勤講師 臨床看護学特論Ⅱ
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